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災害対策課　099-286-2276　災害対策課　099-286-2276　問い合わせ先

スポーツ・コンベンションセンター整備課　099-286-2360スポーツ・コンベンションセンター整備課　099-286-2360問い合わせ先

ぐりぶ～クイズ!

鹿児島県知事　塩田　康一

○ドルフィンポート跡地は、桜島の海底噴火や地震による津波
の浸水区域には含まれていません。 

○液状化については、現体育館の周辺を含む鹿児島市の平地の
ほとんどが、地震による液状化危険度が高い区域となってい
ますが、スポーツ・コンベンションセンターは、液状化によ
り建物に影響が出ないよう整備を進めることとしています。

○事業費は、設計、建設に加え、15年間の維持管理・運営
に要する費用として、約313億円を見込んでいます。 

○基本構想策定時点（R4.3月）で、機能や規模などを十分検
討し、精査した結果、約245億円と見込んでいましたが、
その後の社会情勢の変化により、PFI方式による削減効
果はあるものの、68億円増額することとなりました。 

○具体的には、資材価格や労務費の高騰、金利の上昇に加
えて、地球温暖化対策として省エネの設備等を備えるた
めの費用など、必要な費用を見込んでいます。

○省エネ設備の導入により事業費が34億円増加しますが、
地球温暖化は、人類の将来に関わる最も重要な環境問題
であり、県では、国の動向を踏まえ、令和5年3月に、県
の新築建築物について、建物のエネルギー消費量を50%
以上削減することなどを目標に設定していることから、
地球温暖化対策の積極的な推進のため、必要な費用と判
断しました。  

○なお、整備費については、まずは、国庫補助金や県有施
設整備積立基金を活用し、それでもなお生じる不足につ
いては、行財政改革に取り組みながら、他の事業に影響
が出ないよう適切に対応することとしています。

災害から大切な人の命を守るために!

スポーツ・コンベンションセンターに
ついて、県民の皆さまの疑問にお答えします！

景観への配慮は?1
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3コンベンション機能を付ける
ことで、事業費が増えたのでは?

事業費が増えた理由は?

自宅や職場、学校周辺に危険箇所が
ないか、確認しましょう。

ハザードマップを確認しよう！5段階の警戒レベルについて知ろう！

▲国土交通省　
ハザードマップ
ポータルサイト

浸水被害のおそれあり

土砂災害のおそれあり

住民がとるべき行動住民がとるべき行動警戒レベル警戒レベル 避難情報等（市町村発令）避難情報等（市町村発令） 雨・川の情報（気象庁発表）雨・川の情報（気象庁発表）

警戒レベル4までに必ず避難！警戒レベル4までに必ず避難！

緊急安全確保
きんきゅうあんぜんかくほ

高齢者等避難

避難指示
ひ なん し じ

こうれいしゃとう ひ なん
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気象状況悪化気象状況悪化

早期注意情報早期注意情報

大雨・洪水注意報大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報
氾濫警戒情報
大雨・洪水警報
氾濫警戒情報

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

大雨特別警報
氾濫発生情報
大雨特別警報
氾濫発生情報

すでに災害が発生又は
差し迫った状況。
直ちに命を守る行動を !

すでに災害が発生又は
差し迫った状況。
直ちに命を守る行動を !

高齢者や障害のある
人は、危険な場所から
避難を !

高齢者や障害のある
人は、危険な場所から
避難を !

自らの避難行動について
確認を !
自らの避難行動について
確認を !

気象情報に注意 !気象情報に注意 !

対象地域の全員が
危険な場所から避難を !

災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫

今後気象状況悪化のおそれ今後気象状況悪化のおそれ

災害の
おそれあり
災害の
おそれあり

災害の
おそれ高い
災害の
おそれ高い

河川

食料・飲料水
→できれば、１週間分

災害時に役立つサイト・SNS

鹿児島県
危機管理・
防災HP

鹿児島県
防災WEB

鹿児島県
地方気象台

鹿児島県
河川砂防情報
システム

避難場所で最低限必要なものを準備し、いつでも持ち
出せる場所に備えておこう!

詳しくはこちら▲ラジオ軍手・スリッパ

食料・お菓子

モバイルバッテリーバイ バイルバ

飲料水

救急箱

懐中電灯懐懐中電灯

・ ッパスリッ

懐懐
最低3日分!分分

備蓄しておきましょう。特に離島は
物流が滞ることも予想されますので、
事前の備えが大切です！
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　近年、集中豪雨、地震、津波、火山噴火など、想像を超える規模の自然災害が発生して
います。
　災害から自分自身や家族など大切な人の身を守るためには、日頃からの備えが大切です。  
これから、本格的な梅雨期や台風シーズンを迎えるにあたり、一人一人が災害に対して
意識を高めるとともに、日頃からできる防災対策に取り組みましょう。

▲詳しくは、県HP へ

　自然災害（土砂災害、浸水等）が発生
した場合の危険箇所を確認する事が
できる地図をなんというでしょう？

＊ヒント：●●●●●●●

○スポーツ・コンベンションセンターはあくまで県大会や全国
大会などのスポーツ大会、プロスポーツに対応できる施設と
して整備するもので、施設の規模も機能も、体育館として建
て替えるものです。 

○その上で、同センターの仕様等を特段変更することなく、コ
ンサートや展示会などの多目的利用で有効活用することとし
ていることから、多目的利用により事業費が大きく増えるこ
とはありません。

○なお、収入増が図られ、維持管理・運営費の収支改善につな
がります。 

○本港区エリアにふさわしい景観・デザインの確保につ
いては、その基本的な方向性を示すため、都市計画の
専門家等で検討を進め、桜島や錦江湾の眺望を確保す
る必要がある場所などを整理した、「鹿児島港本港区景
観ガイドライン」を作成しました。

○スポーツ・コンベンションセンターの整備においては、この
ガイドラインに沿って、景観や眺望に配慮することとしています。

津波や液状化の心配があるのでは?


